
(３)気質と生活習慣の違い 

スペイン人の性格は典型的な南ヨーロッパ人という感じである。情熱的で自由奔放，楽観的で前向

き。そして細かいことにはこだわらず，合理的。それはイギリス人の格式の高さやドイツ人の堅苦し

さ，アメリカ人の活発さや日本人のまじめさとは明らかに違うものである。 

人生を楽しむことに重きを置く。友達になりやすい。初対面でも，昔からの友達のようによくしゃ

べる。また，スペイン人は仕事と休憩のリズムが変わっている。仕事は９時か１０時にようやく始ま

り，午後２時に食事。その後，８時か９時に今度は晩ごはんを食べる。生活のリズムはゆっくりめで，

夜に活動することが多い。 

生活習慣として，シエスタが挙げられるがマドリッドやバルセロナではなくなりつつあるものの昼

食後２～３時間は昼寝をしたり，ゆっくり過ごしている。１４：００～１７：００くらいまでは閉ま

っている店も多く見られる。このようなところがスペインの特徴であり日本との生活習慣や様式の異

なる点であると考えられる。 

 

３，食文化・闘牛・フラメンコ 

 (１)スペインの代表的な料理 

スペイン料理は，日本人にとってはあまり違和感がなく，逆に美味しいということをよく耳にする。

これはなぜかというと，スペイン料理は食材に魚介類が多く入り，日本人の口に合っている。その代

表的な料理が「パエリア」だと思うが，意外にスペインでは日本人が思っているようなどこにでもあ

るものではない。 

パエリアはバレンシア地方発祥で素朴なものであったが，アンダルシア地方でサフランや魚介類な

どの具材が入り，今ではバレンシアをしのぐ名物になっている。 

食材の種類は，それぞれの地域によって特徴があり，中心部は肉と野菜，海沿いは魚介類が多い，北

部はサフランを使わないといわれている。日本では魚介類入りが多いが，本来のバレンシア風パエリ

アはウサギ，鶏，カタツムリ，インゲンマメ，パプリカと山の幸が中心で作る。米は長粒種ではなく

短粒種が使われている。 

 

 

 

 

 

                                  

              

次に，ハモン・イベリコは，スペインのみで作られる黒豚イベリア種の生ハムで,牛肉のような濃

い赤色ときめ細かなサシが特徴である。 

ハモン・セラーノは，主に改良種の白豚の後脚から作られ，イベリア半島原産の黒豚であるイベリ

コ豚から作られるハモン・イベリコとは種類が違い，ハモン・セラーノは鮮やかなピンク色でやわら

かい食感と塩味が特徴である。スペインでは，ハモンとはこのハモン・セラーノなどの生ハムを指す。

イタリアのプロシュット，中国の金華火腿と並んで世界三大ハムのひとつといわれる。 

バレンシア風 魚介類とサフラン入り  

http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/魚介類
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/バレンシア_(スペイン)
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ウサギ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ニワトリ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/カタツムリ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/インゲンマメ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/パプリカ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/インディカ米
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ジャポニカ米
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/スペイン
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ハム#.E7.A8.AE.E9.A1.9E
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ブタ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/イベリア半島
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/イベリコ豚
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/イベリコ豚
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ハモン・イベリコ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/イタリア
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/プロシュット
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/中華人民共和国
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/金華火腿
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/世界三大一覧


      

 

 

 

 

 

 

 

 

最後にガスパチョは，スペイン料理とポルトガル料理の冷製スープで，どろっとしているのが特徴で

ある。発祥の地はスペインのアンダルシア地方で，初期のガスパチョはパン，ニンニク，塩，オリーブ

オイル，酢，水だけから成っていたが，その後トマト，キュウリ，ピーマンなどが入るようになった。 

トマトを主成分とした赤いガスパチョが特に有名だが，トマトが入らない白いガスパチョもある。暑

さの厳しい地方や夏に特に好まれ，野菜をたくさん入れて夏バテ防止に役立つといわれる。            

 

 

 

 

 

  

                    

 

(２)闘牛 

闘牛は，１７世紀にスペイン全土に定着するようになり，１８世紀中頃から専用の闘牛場が各地にで

き始めた。，２０００年代に入り，動物愛護団体からの強い批判やスペイン人自体の認識にも変化が見

られ，カタルーニャ自治州は，動物愛護の精神から闘牛を禁止したことや大衆娯楽がかつての闘牛から

サッカーに移り変わったことなどが要因になり，スペインでの闘牛人気が低迷している。 

スペイン闘牛では，マタドールと呼ばれる闘牛士が活躍するが，これは正闘牛士のことであり，闘牛

士全体の１割しかいない狭き門で，残りの９割は准闘牛士で，さらにその中の１割しか活躍できない。 

有名な闘牛場としては，セビージャのラ・マエストランサで，約２万４千人収容できるスペインの公

的闘牛場である。また，マドリッドのラス・ベンタス闘牛場は世界で３位の広さを誇っており，一流闘

牛士の登竜門ともなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

ハモン・イベリコ ハモン・セラーノ 

白いガスパチョ 赤いガスパチョ野菜入り 

http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/スペイン料理
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ポルトガル料理
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/スープ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/スペイン
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/アンダルシア地方
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/パン
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ニンニク
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/塩
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/オリーブオイル
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/オリーブオイル
http://ja.wikipedia.org/wiki/
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/水
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/トマト
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/キュウリ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/ピーマン


(３)フラメンコ 

フラメンコはアンダルシア地方に伝わる芸能音楽のひとつで，歌と踊りとギターが主体となっている。

この芸能の成立に大きな影響を与えたのはヒターノ（スペインジプシー）とモーロ人で，イベリア半島

や北アフリカに住んでいたイスラム教徒といわれている。１８世紀末にアンダルシアのヒターノがモリ

スコの歌舞音曲を取り入れ，現在の，フラメンコと呼ばれる芸能になったのである。 

19世紀後半にカフェ・カンタンテと呼ばれるフラメンコが上演される飲食店がセビージャに誕生し，

フラメンコの普及に大きな役割を果たした。 

【フラメンコの三大要素～歌・踊り・演奏】 

 

 

 

 

  

 

（４）スペインの鉄道 

16 世紀，太陽の沈まない国とまで言われたスペインであったが，19 世紀にはスペインは西欧で最

も貧しい国となった。経済発展は遅れており，政治的にも不安定であった。したがって，鉄道の出現

は遅く最初の鉄道路線は 1848年であった。その後，外国資本による大規模な鉄道建設が始まり，1975

年のフランコ政権体制の終結及びスペインの国際的孤立からの脱出によって初めて，スペインの鉄道

は近代化が開始され，ヨーロッパに追い付いたのである。 

鉄道建設の技術の革新に繋がり「振り子式車両」「自動軌道間調整装置」を開発したのである。こ

れによって，列車のスピードアップや乗り入れが可能になり，世界でも有数の技術力を誇るスペイン

の鉄道産業が誕生し，高速幹線（AVE）を中心に，都市間を結ぶ近郊線，都市から地方への中距離路

線，400キロ以上の都市間を結ぶ長距離路線，などの鉄道網が全土に広がっているのである。 

 

高速列車ＡＶＥの概要 

ＡＶＥは"Alta Velocidad Española"（ス

ペインの高速）の略称であると同時に，スペ

イン語で鳥の意味で，翼を広げた鳥が列車の

シンボルマークになっている。 

 現在スペインでは，2020年までに１万キロ  

の高速鉄道を完成 

させる予定，完成す  

れば高速鉄道総距  

離で世界一の座を 

獲得することにな 

るのである。 

 

 

カンテ～歌 バイラ～踊り トケ～伴奏 

スペイン高速鉄道路線網 

2013年 6月現在 

 

http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/アンダルシア州
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http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/北アフリカ
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/イスラム教
http://ja.wikipedia.org/wiki/wiki/19世紀
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http://ja.wikipedia.org/wiki/1848%E5%B9%B4
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http://ja.wikipedia.org/wiki/1975%E5%B9%B4
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４，マドリッド日本人学校の概要 

昭和４８年開校の「マドリッド日本語補習学校」を前身に，昭和５６年９月，日本文化財団を母体と

し，現在の「マドリッド日本人学校」として開校しました。昭和６２年には，スペイン政府の認可も受

け，学校名が「COLEGIO JAPONES DE MADRID」（在スペイン日本国大使館付属マドリッド日本人学

校）と改称され，創立以来，３２年目を迎えている。 

   １００年ほど前に建てられた石造りの貴族の館を改修して使用している校舎の中に一歩入ると，ステ

ンドグラスや石造りのラセン階段，ホールの壁を飾る壁画などがあり，思わず，中世にタイムスリップ

したかのような雰囲気にさせてくれます。校舎の周りは緑がいっぱいで，四季折々の草花が咲き，広い

グランドや体育館も整備された素晴らしい環境の学校です。 

  現在，派遣教員６名，現地採用教員１名，英語・スペイン語講師各１名，事務１名で構成されている。 

 

５，特色ある教育 

（１）宿泊体験学習 

26 年度の宿泊体験学習は，Granja Escuela EL Ｐ    

araiso（グランハ エスクエラ エル パライソ）  

で実施しました。 

宿泊体験学習の３日間の中で，様々な体験活動を  

通して，児童生徒相互のふれあいを深めるととも 

に，お互いを思いやり，共に協力して取り組もうと 

する態度が随所に見られました。また，スペインの 

自然にふれたり，スペイン語学習の成果を試したり 

する機会とし，自分たちの暮らすスペインについて 

理解を深めることができました。 

 

（２）マドリード日本人会主催 盆踊り大会 

本校校庭において，マドリード日本人会主催の第 19 回盆踊り大会が開かれました。 

今年は「日西交流 400 周年」ということもあり，マドリッド在住の日本人，地元のスペイン人が多数

参加しました。 

   マドリッド日本人学校の小学部１～4 年生は「花笠音頭」「マドリッド音頭」の踊りを披露しまし

た。また，小学部５・６年生と中学部は「どんどん囃子」「マドリッド音頭」の演奏をしました。短

い練習期間にもかかわらず，しっかりとした踊りや演奏をし，会場の観客からの大きな拍手に応えて

いました。 

 

 

 

 

 

    



  毎年マドリード日本人会の方を  

講師にお迎えし，指導をしていた  

だいています。暑い中での練習でし 

たが，子どもたちは一生懸命に，楽  

しく取り組んでいました。 

                                      

[事前練習の講師] 

 

（３）職場体験学習～中学部 

キャリア教育の総まとめとして，在スペイン日本国大使館を訪問して，職場体験学習を実施しまし

た。公使へのご挨拶，大使館の仕事の概要説明，外交官の方へのインタビュー，領事部の仕事内容説

明など様々な体験をすることができました。生徒たちは，自分たちの進路に関する参考にするために，

外交官という仕事に対する質問を事前に考えていました。外交官という普段なかなか会う機会のない

仕事に触れて，生徒たちは，また新たに仕事に対して興味が湧いたようです。 

【公使と記念撮影】       【書記官から業務内容説明】       【領事に体験のお礼】 

 

（４）福祉施設訪問 

学校の近くにある福祉施設を小学部の子どもたちが訪問しました。各学年で分担して係の仕事を 

し，準備をしてきました。高学年は司会・あいさつ，中学年は動物のジェスチャーゲーム，低学年は 

新聞紙で作ったかぶとと大きなクリスマスカードのプレゼントを担当しました。また，施設にいるお

年寄りに喜んでもらえるようにと考え，文化祭の「海をわたった侍たち」に「さくらさくら」の歌を

加えて発表しました。 

子どもたちはスペイン語で気持ちを伝えられるように，スペイン語の台詞も一生懸命練習しまし

た。たくさんのお年寄りが見て，喜んでくれました。クリスマスの歌をスペイン語で歌ったときには，

お年寄りも一緒に歌ってくれ，子どもたちもうれしかったようです。自分たちの行動によって誰かが

喜んでくれるという喜びを味わうことができました。 

 
 



（５）講師招聘学習 

   毎年，マド日では講師招聘学習を行っています。児童生徒たちはそれぞれの講演・ワークショップ

を通して様々なことを経験し，生き方を聞く中で，自分の生き方について考えます。 

 

① サッカー教室 

   ５月には，女子サッカー（アトレティコマドリッド）の  

選手をお招きし，講演を聴いたり，サッカーをしたりしま  

した。 

自分自身の生き方を考え，一流選手のプレーを肌で感じ  

ることのできるいい機会となりました。様々な方法での練  

習を経験させてもらい，子どもたちはとても楽しそうでし 

た。 

 

 

②新聞記者講演会 

６月には，朝日新聞記者の方をお迎えしました。東日本  

大震災の取材，震災直後から復興までの様子や，報道のあ 

り方などを学ぶことができました。 

   また，新聞ができるまでにどのような仕事があるのか， 

新聞記者がどのようなことに気をつけて仕事に向かって 

いるのかを知り，子どもたちは感銘を受けたようでした。 

 

 

③上方舞 

７月には，日本舞踊家の方をお迎えしました。日本の伝  

統文化の底に流れる和のこころを肌で感じることのでき  

る貴重な機会となりました。 

日本舞踊が何を表現しようとしているのか，また，小 

さな動きの中に大きな意味が隠されていること等を知 

り，子どもたちは驚いていました。 

 

④藝○座 

９月には藝○座（げいまるざ）の皆様をお迎え 

しました。藝○座は「和楽器オーケストラによる， 

生演奏と笑いあり涙ありの躍動感溢れる舞踊」を 

実践している団体です。 

実際に扇子を使って，日本舞踊の基本を教えて 

頂きました。扇子の開き方に四苦八苦したり，持 

ち方に戸惑ったりしながら，子どもたちはとても 

楽しそうでした。 



（６）マドリード日本人会主催 もちつき大会 

毎年恒例のマドリード日本人会主催のもちつき大会が開催されました。たくさんのスペイン人や日 

本人が会場に集まり，琴の演奏や獅子舞の日本の文化を楽しんでいました。 

  日本人学校としては，小学部１・２・５・６年と中学部の児童生徒が「一月一日」の合唱を，そし 

て，小学部３・４年の児童が「花笠音頭」を披露しました。 

 

（７）小学部交流学習 
小学部は，現地校（マリア校）を訪問しました。玄関では，マリア校の子どもたちが，歓迎の横断

幕とともに迎えてくれました。そして，その後さっそく授業に参加しました。１～３年生はマリア校

の３年生と一緒に，英語の学習をしました。英語で歌を歌ったりダンスをしたりしました。はじめは

少し緊張していましたが，だんだん慣れてきて，笑顔が見られるようになりました。４～６年生はマ

リア校の６年生と一緒に，総合的な学習をしました。授業の中で，子どもと助け合ったり，自己紹介

をし合ったりする姿が見られました。また，休み時間に

は，校庭で，追いかけっこや手遊び歌をして仲良く遊ぶ

ことができました。 

最後に再び全員が集まって，１・２年生が作成したお 

礼のプレゼントを渡しました。様々な活動の中で，スペ 

イン語を話したり，全体の前で発表をしたり，日本のこ  

とを紹介したりする場面があり，思い出に残る交流とな 

りました。 

 

（８）チャレンジタイム（通年） 

基礎基本の学習内容の定着をねらいとして，１時間目の前の「朝の時間」をチャレンジタイムを設

定しています。 

   小学部では，「漢字」「ことわざ」「俳句・短歌」等を行いました。  

特に「漢字」の学習では，教科書で学習した漢字の「読み」「書き」  

を繰り返し練習して定着を図ります。そして，月に一度，学習の定着 

度を確かめるために「チャレンジ漢字テスト」を行います。全問正解 

者のみが合格という条件の厳しいテストです。一発合格を目指してみ 

んな頑張りますが，なかなかの難関です。 

   中学部では，「国語」「数学」「英語」「社会」「理科」などの学 

習です。こちらも，学習した基本的な内容の復習や発展的な内容に取  

り組みます。 


